
                                 

 

 

 

 

 



 福井県面積の約 7 割を占める九頭竜水系は、霊峰白山を頂とする山々を源に発し、コシヒカリ

のふるさと福井平野を流れながら、サクラマスや鮎を育み、日本海へと注いでいます。この大流域

を舞台とした水と緑の交通は、彼方の大陸までを環内に人・モノを活発に行き来させ、豊かさを運

び、独自の文化を育んできました。 

 ミクマリとは水配り、田の神・山の神と深い関わりを持ち、水源や分水嶺に祀られている神の名で

す。いのちと暮らしの源である水は豊かさの源泉。その分配を考えることは将来にわたって環境を考

えることだと考えています。 

 九頭竜川流域で多様な環境活動をしている団体や住民の方々とゆるやかなネットワークをつく

り、時には協力しあい、時には刺激をうけあいながら、より一層の活動の充実と、その広がりに期待し

たいと、九頭竜川流域ネットワークを築いていきたいと考えております。 

 情報交換と各活動の報告、そして流域に住む住民の方々に楽しく広報していければと、各団体

が原稿を持ち寄り、一冊の通信にまとめました。おかげさまで Vol.2 の発行になりました。 

１部 基調講演「森林
も り

の可能性～未来につなげる森林
も り

づくり～」 

講師 鋸谷 茂（おがや しげる） 氏（フォレストアメニティ研究所副所長） 

２部 パネルディスカッション 

「ミクマリからの贈り物～今の時代、これからの未来の自然とのかかわり方～」 

パネリスト   鋸谷  茂  氏 （フォレストアメニティ研究所副所長） 

長谷川 浩 氏 （環境パートナー池田 理事） 

天谷 菜海 氏 （サクラマスレストレーション事務局） 

伊藤 直樹 氏  （福井新聞社 コウノトリ通信） 

司会進行 山崎 一之 氏  （NPO 法人三国湊魅力づくり PJ 副理事長） 

２月２７日（日）三国商工会館にて「第二回ふくいミクマリ会議」を開催しました。７０人もの方々に

お集まり頂き誠にありがとうございました。時間配分や段取りで事務局としてはいくつかの課題も残

りましたが、大変満足するシンポジュウムとなりました。今後も続けていきたいと思いますので、よろしく

お願いします。詳しくは緑のリレープロジェクトのホームページをご覧ください。 

ホームページ：http://www.mikuni-minato.jp/midorelay  

九頭竜川流域（本流・支流・日本海問わず）で環境活動をされているグループで我々「ミクマリ通

信」に御賛同していただける方参加しませんか？皆様の日ごろの活動を紹介してください。参加費

用はかかりませんが、ミクマリ通信の共有データをフリーペーパーの印刷・配布、ホームページに掲

載等広報活動を各々お願いします。参加ご希望の団体は事務局まで御連絡ください。次回Vol.3

は７月頃の発行になります。 

 

 
水が透き通って川底ま

ではっきり見えました。 

魚道できました！サクラマ

ス遡上への第一歩。 

雨が降っても濁りも

増水も少なかった。 

何度かカヌーしに行きまし

た。流木いっぱい拾えます。 

    



郷川つなぎ響遊プロジェクト 
企画！ 「九頭竜川水系を感じるコンサート」  

ｆｒｏｍ“かなでうた”実行委員会 
ミクマリ会議の呼びかけから 

流域という視点で地域を見てみました。 

福井市に住む私は、上流の方々が 

守ってくださった水で生きていました 

私たちが使った水は下流に流れていきます 

自信を持って流せるだろうか‥ 

視点が変わることで、大切なことが 

つながりを持って見えてきたのです 

集まりやすいところで、関わりやすい形で、 

たくさんの人このことを伝えたい‥との想いから 

福井市でのコンサートを企画しました。 

自然がかなでる音に心を開いてつながろう‥ 

かなでうた実行委員会 主たる連絡先  
たねと、はっぱ。０７７６－５２－８８３５ 
福井ＣＳ研究所０９０－９７６５－１３４３ 

環境文化研究所 ０７７８－２５－６０５１ 

響のホール   ０７７６－３０－００８６ 

 
表現者（アーティスト）紹介 
瀬木貴将（せぎたかまさ）／サンポーニャ・ケーニャ 

１３歳の時ｻﾝﾎﾟｰﾆｬ･ｹｰﾆｬを独学で始める。１８歳から南米ﾎﾞﾘﾋﾞｱに渡る。１９９５年ﾃﾞﾋﾞ

ｭｰＣＤ発表。 

ﾁｮｰﾔの梅酒など数多くのＴＶＣＭ音楽を担当、ﾃﾚﾋﾞ朝日、ＮＨＫなどの音楽も手がける。

ﾗｲﾌﾞ活動も積極的で２００４本場ﾎﾞﾘﾋﾞｱでのｺﾝｻｰﾄﾂｱｰが大反響を呼ぶ。ｿﾛ活動以外では、

ｵﾘｼﾞﾅﾙ曲収録ｱﾙﾊﾞﾑ『ＰＵＲＥ』や、参加したﾎﾟﾙﾉｸﾞﾗﾌﾃｨ『ｱｹﾞﾊ蝶』等が大ﾋｯﾄ。ＴＨＥ Ａ

ＬＦＥＥ、嵐等数多くのｱｰﾃｨｽﾄのﾚｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞにも参加。ＴＢＳ主催『シカン展』ｲﾒｰｼﾞｿﾝｸﾞ

を担当、７月に最新ｱﾙﾊﾞﾑ『ＳＩＣＡＮ～ｱﾝﾃﾞｽの風』を発表。 

 

榊原大（さかきばらだい）／ピアノ 

４歳よりピアノを始める。東京藝術大学在学中にＧ－ＣＬＥＦを結成。ｱﾙﾊﾞﾑ『Ｐｅｌｌ－

Ｍｅｌｌ』（ＳＯＮＹ Ｒｅｃｏｒｄ）でﾚｺｰﾄﾞﾃﾞﾋﾞｭｰ。卓越した音楽性・演奏力をﾍﾞｰｽに

ﾌｭｰｼﾞｮﾝ･ｲﾝｽﾄｳﾙﾒﾝﾀﾙのﾌｨｰﾙﾄﾞを開拓。１９９０年日本ﾚｺｰﾄﾞ大賞ｱﾙﾊﾞﾑ企画賞受賞。ＮＨＫ

紅白歌合戦出場。葉加瀬太郎、ｺﾞｽﾍﾟﾗｰｽﾞ等数々のｱｰﾃｨｽﾄのｱﾚﾝｼﾞﾜｰｸを手がける。『風色－

ｋａｚｅｉｒｏ－』を含め５枚のｱﾘｼﾞﾅﾙｱﾙﾊﾞﾑﾘﾘｰｽ。２００５ＮＨＫ連続ﾃﾚﾋﾞﾄﾞﾗﾏ小説『ﾌ

ｧｲﾄ』の音楽担当。映像音楽の分野やＦＭ番組のﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨなど活動は益々広がりを見せる。 

 

田村 薫（たむらかおる）／映像作家 

２００１年頃から自主的に主にストーリーがある映像製作などを独学ではじめる。 

ある現代美術作家の製作風景を撮影する機会があった。撮影をしていると、その過程から

しか読み取れない作家の伝えたいことを感じたため、過程に重要性があると確信めいたも

のがあり、対人の映像ドキュメント製作に取り組むきっかけとなる。池田町のエコキャン

ドル、有機農業、種子島のアートプロジェクトなど、人と人とのつながりに重きを置いた、

映像ドキュメントを撮影製作している。 



 

 

緑のリレープロジェクトでは毎月第一日曜日をみどリレーの活動日にして、三国町の里山の

整備をしています。丌定期ながら平日のみどリレー活動も行っています。おかげさまで現在

活動している「ニノサクじいちゃんの森」は遊歩道もでき子供達も散歩できる森になってきま

した。今年度は森の整備しながら、遊具を作ったりツリーハウスを作ったり、遊べる空間も少し

作れればと考えています。森のクラフト展もやりたいと思います。子供たちだけでなく少しで

も多くの人々が遊びに来たり、ボランティア活動に参加したりして森に接し、自然との暮らしを楽しめればと思いま

す。まずは身近な里山を知ってください。チェーンソーを使った本格的な伐木作業から、炭焼き、きのこの観察会、

しいたけ作り、山菜摘みなど様々な経験・体験ができます。お気軽に問い合わせください。 

 

待ちに待った春が来ました！！よ～く見ると

庭も里山も道端も一面お花畑です。小さな

スミレや名前も知らない花達が色とりどり。私は野に咲く小さな花達を見ると「ワスレ

ナグサ」という花の名前を思い出します。英語名「ｆｏｒｇｅｔ-ｍｅ-ｎｏｔ（私の事をわす

れないで）」。過酷な自然のアラスカの州の州花との事。厳しい冬を乗り越え短い夏を

迎え精一杯の力で力強く咲くそうです。お花屋さんに並ぶ綺麗な花々を普段見ている

私達は、野に咲く小さな花達をつい見逃してしまいます。森は一本一本の木からできて

いるように、草はらも一本一本の草花からできていて春を待ちわびた小さな花達が

一斉に花を開かせています。活動中の里山で大きな木に囲まれた森の中でもわずか

ながらの光を求めて草花達が芽吹き始めました。晴れた日も続き日も長くなり、つい

つい外仕事を頑張りすぎて、なまった体のあちらこちらにガタが出始めているころで

はありませんか？そんな時ふと足を止め足元を見て下さい。小さなお花畑が広がり、

心を安らげ疲れを取ってくれます。 

 

４月１２日池田町の足羽川支流の某河川に水質

釣行（笑）しました。足羽川水系のイワナ・ヤマメ

の生息調査？？と晩のおかずの確保。前日から雨でさらに天気予報は雨１００％・・・・・。これ

はさすがに増水と濁りで釣りにならないか？？留守番の妻から「もうあきらめれば～」と一

言。一年ぶりの渓流釣りで頭がいっぱいの私はあきらめきれず、自分に都合の良いデータ

を探した。池田近辺は朝６時の時点で過去２４時間の累積雨量１５ｍｍ程度、雨は１ｍｍ程度

の小雨・・・。そして池田の森の自然浄化能力と保水力を信じて出発。三国の九頭竜川河口は

すでに泥流。愛知から来た釣友の原君と福井 I.C 出口で合流。足羽川の本流もすでに増水

と濁りで釣りは無理そう。池田町に入り某支流に行くと、濁り、水量もどうにかなる程度。雨

も小降りに。さっそく私はフライフィッシング、原君はルアー釣り。しかし私の毛ばりに全然反応なし。目の前で原君

はバシャバシャと釣り上げ午前中でイワナ７匹。しかも満足して車で昼寝を始めた。昼ごはんのカップヌードルが

悔しくて味気ない。その後 1 人で粘るが結局私は０匹で雨足も強まり納竿。途中家族から「晩のおかずはあるの

か？」と電話が鳴る・・。美山の森林温泉「みらくる亭」（いい湯でした）で一日の疲れをとり帰

宅。三国ではサクラが満開を迎えたころ、池田ではまだ所々雪も残りフキノトウが食べご

ろで三国と比べて半月以上遅いようだ。今回の釣行で気付いた事は、美山・池田あたりの

森の手入れの良さ。最近人工林が悪者にされがちだが、悪いのは手入れをしていない人

工林。手入れがされ健全な人工林では保水力もあり地盤もしっかりして土砂も流れ出さな

い。池田町では山がいいから川もよく、水の濁り、増水も少なかった。実は人工林の管理の

良さで有名な地域らしい。素敵なログハウスが何棟もあり木との暮らしも楽しんでいる様

子。これから暖かくなると魚の活性が上がり、今度こそ私の毛ばりに食いついてくれるは

ず・・・・と、次の計画をたてる懲りない私。 

 




